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法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。（
財

務
局
）

二
　
最
低
制
限
価
格
の
導
入
に

関
す
る
こ
と

１　

毎
年
度
適
正
な
予
定
価
格

の
設
定
を
。

　

建
物
管
理
や
清
掃
委
託
な
ど
の

人
件
費
割
合
の
高
い
労
働
集
約
型

業
務
の
予
定
価
格
の
設
定
に
当

た
っ
て
は
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
、
維
持
保
全
業
務
積
算
基
準

又
は
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価
、

物
価
資
料
等
、
該
当
業
務
内
容
に

合
致
し
、
か
つ
、
客
観
性
の
あ
る

最
新
の
労
務
単
価
を
基
に
積
算
す

る
こ
と
を
庁
内
に
周
知
徹
底
し
て

お
り
ま
す
。（
財
務
局
）

２　

業
者
指
名
の
段
階
で
十
分

に
審
査
し
、
適
正
な
積
算
能
力

が
な
い
業
者
の
参
加
防
止
を
。

　

業
者
指
名
は
、
入
札
参
加
資
格

手
続
き
を
経
て
登
録
さ
れ
た
東
京

都
入
札
参
加
資
格
名
簿
の
登
録
業

者
の
中
か
ら
、
指
名
基
準
に
基
づ

き
、
発
注
契
約
の
内
容
に
適
し
た

専
業
性
及
び
技
術
的
適
性
、
過
去

の
履
行
成
績
等
を
踏
ま
え
て
行
っ

て
い
ま
す
。（
財
務
局
）

３　

入
札
参
加
の
際
に
は
、
積

算
資
料
提
出
の
要
求
を
。

な
か
馴
染
み
に
く
い
も
の
と
考

え
て
お
り
、
各
案
件
の
履
行
に
当

た
り
資
格
要
件
と
す
る
こ
と
が
必

要
か
な
ど
も
含
め
、
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。（
財
務
局
）

３　

総
合
管
理
案
件
は
、
Ｊ
Ｖ

で
の
入
札
参
加
を
認
め
る
よ
う

検
討
を
。

　

異
業
種
Ｊ
Ｖ
は
原
則
工
事
で
も

認
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
総
合

管
理
案
件
へ
の
Ｊ
Ｖ
導
入
は
基
本

的
に
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
都
で

は
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
事
業
協
同

組
合
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
中
小

企
業
の
参
入
機
会
の
確
保
を
図
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
他
自
治
体
に

お
け
る
Ｊ
Ｖ
の
活
用
状
況
等
に
つ

い
て
調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。（
財
務
局
）

４　

総
合
評
価
案
件
の
入
札
時

期
の
前
倒
し
を
。

　

総
合
評
価
方
式
を
適
用
す
る
案

件
の
準
備
契
約
に
つ
い
て
、
地
方

自
治
体
の
予
算
の
仕
組
み
上
、
新

年
度
の
予
算
措
置
が
未
確
定
な
時

点
で
契
約
手
続
を
前
倒
し
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
が
、
４
月
１
日
か

ら
の
履
行
開
始
に
支
障
が
生
じ
る

よ
う
な
場
合
、
今
後
、
年
度
途
中

か
ら
履
行
開
始
と
す
る
こ
と
を
含

め
、
個
別
の
案
件
ご
と
に
対
応
方

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
印

刷
請
負
契
約
に
お
け
る
最
低
制
限

価
格
の
試
行
で
は
、
入
札
書
に

積
算
内
訳
書
を
添
付
さ
せ
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
他
の
業

務
委
託
に
つ
い
て
も
最
低
制
限
価

格
制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く

際
に
は
、
積
算
内
訳
書
の
提
出
が

セ
ッ
ト
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

た
だ
し
、
最
低
制
限
価
格
制
度

の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
積
算
体

系
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

前
提
で
あ
り
、
導
入
に
当
た
り
検

討
す
べ
き
課
題
は
多
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。（
財
務
局
）

４　

業
務
の
品
質
を
確
保
す
る

た
め
、
最
低
制
限
価
格
は
予
定

価
格
の
85
％
以
上
で
設
定
を
。

　

印
刷
請
負
の
試
行
案
件
で
は
、

工
事
同
様
、
予
定
価
格
の
７
／

10
を
下
限
と
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
は
、
営
業
種
目
ご
と
の

特
性
を
踏
ま
え
、
標
準
的
な
積

算
体
系
の
構
築
と
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。（
財
務
局
）

５　

予
め
設
定
す
る
低
入
札

価
格
調
査
基
準
の
基
準
値
は
、

80
％
か
ら
85
％
の
範
囲
で
設
定

を
。

　

低
入
札
価
格
制
度
に
つ
い
て

は
、
現
在
具
体
的
な
検
討
は
行
っ

一
　
総
合
評
価
制
度
の
拡
充
に

関
す
る
こ
と

１　

総
合
評
価
方
式
の
適
用
案

件
に
つ
い
て
は
価
格
点
上
限
の

設
定
を
。

　

価
格
点
の
上
限
設
定
を
適
用
し

て
い
る
建
物
清
掃
及
び
警
備
・
受

付
以
外
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
業

務
ご
と
の
上
限
設
定
の
必
要
性
や

配
点
バ
ラ
ン
ス
等
を
踏
ま
え
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。（
財
務

局
）２　

政
策
的
評
価
項
目
は
、
環

境
配
慮
、
障
害
者
雇
用
率
、
イ

ン
ス
ペ
ク
タ
ー
等
の
資
格
者
の

保
有
状
況
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

に
関
す
る
認
定
、
エ
コ
チ
ュ
ー

ニ
ン
グ
認
定
事
業
者
、
協
会
加

盟
等
を
加
点
要
素
に
。

　

総
合
評
価
に
お
い
て
は
、
公
共

調
達
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
も
都

の
政
策
目
的
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
、
個
別
の
法
令
に

よ
り
公
共
調
達
の
落
札
者
決
定
に

当
た
り
考
慮
す
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
る
項
目
な
ど
を
政
策
的
評
価
項

目
と
し
て
お
り
、
ご
指
摘
の
あ
っ

た
項
目
の
う
ち
、
環
境
負
荷
の
低

減
や
障
害
者
雇
用
と
い
っ
た
項
目

に
つ
い
て
は
、
政
策
的
評
価
項
目

と
し
て
定
め
て
お
り
ま
す
。

　

ご
指
摘
の
他
の
項
目
に
つ
い
て

は
、
政
策
的
評
価
項
目
に
は
な
か

　

ま
た
、
技
術
力
な
ど
価
格
以
外

の
要
素
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

案
件
で
は
、
総
合
評
価
方
式
を
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
案
件
で
も
、

業
務
内
容
に
応
じ
て
、
入
札
参
加

に
必
要
と
な
る
条
件
を
付
す
こ
と

に
よ
り
、
適
正
な
履
行
の
確
保
を

図
っ
て
い
ま
す
。（
財
務
局
）

３　

す
べ
て
の
履
行
評
価
結
果

の
公
表
を
。
ま
た
、
履
行
評
価

Ａ
の
業
者
に
対
す
る
優
遇
措
置
、

履
行
不
良
な
業
者
へ
の
毅
然
と

し
た
措
置
を
。

　

成
績
評
定
結
果
は
、
事
業
者
自

ら
に
よ
る
検
証
・
品
質
向
上
に
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
30
年

度
か
ら
全
て
の
評
定
対
象
契
約
の

受
託
者
へ
通
知
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
履
行
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
履
行
段
階
で
随
時
履
行
状
況

を
確
認
し
、
履
行
の
不
良
な
事
業

者
に
対
し
て
は
、
や
り
直
し
を
命

ず
る
な
ど
、
改
善
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
優
良
な
受
託
者
は
優
先

し
て
指
名
す
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
履

行
結
果
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
に

は
、
そ
の
後
の
指
名
等
に
反
映
さ

せ
て
い
ま
す
。（
財
務
局
）

４　
「
入
札
ボ
ン
ド
制
度
」
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
を
。

　

都
に
お
い
て
は
、
入
札
参
加
資

格
受
付
時
に
お
い
て
財
務
状
況
を

確
認
・
審
査
し
、
格
付
け
に
反
映

さ
せ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
一
定

て
お
り
ま
せ
ん
。
最
低
制
限
価
格

制
度
と
同
様
に
、
積
算
体
系
が
明

確
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で

あ
り
、
統
一
的
な
積
算
基
準
が
確

立
し
て
い
な
い
委
託
案
件
で
の
早

期
導
入
は
困
難
と
考
え
て
お
り
ま

す
。（
財
務
局
）

三
　
契
約
内
容
の
履
行
確
保
と

入
札
参
加
資
格
の
審
査
に
関
す

る
こ
と

１　

業
者
指
名
段
階
あ
る
い
は

落
札
後
に
、
各
入
札
参
加
資
格

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
提
出
を
求
め
、
個
々

の
従
事
者
の
保
険
加
入
状
況
や

最
低
賃
金
遵
守
等
の
確
認
を
。

　

都
が
登
録
事
業
者
や
そ
の
従

業
員
全
て
の
加
入
状
況
を
確
認

す
る
こ
と
は
困
難
が
あ
り
、
ま

た
そ
の
権
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
保
険
の
加
入
対
策
は
、
国

の
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
未
加
入
者
へ
の

対
応
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、
財
務
局
契
約
第

二
課
発
注
の
案
件
に
つ
い
て
は
、

社
会
保
険
加
入
を
入
札
参
加
条

件
と
す
る
な
ど
、
加
入
促
進
に

努
め
て
い
ま
す
。（
財
務
局
）

２　

総
合
評
価
案
件
以
外
で
も
、

完
全
履
行
を
実
現
さ
せ
る
取
り

組
み
を
。

　
　

事
業
者
の
経
営
力
に
つ
い
て

は
、
資
格
審
査
時
に
年
間
総
売
上

高
、
自
己
資
本
額
な
ど
の
客
観
的

審
査
事
項
と
営
業
種
目
ご
と
の
売

上
高
に
よ
る
主
観
的
審
査
事
項
に

よ
り
審
査
し
て
い
ま
す
。

の
履
行
能
力
を
事
前
に
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
実
績
要

件
の
確
認
や
総
合
評
価
方
式
の
導

入
を
行
う
等
適
切
な
運
用
を
し
て

お
り
、
現
時
点
で
は
入
札
ボ
ン
ド

制
度
の
適
用
は
考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。
工
事
契
約
に
お
い
て
も
導
入

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
国
等
に
お
け
る
入
札

ボ
ン
ド
制
度
の
活
用
状
況
等
を
注

視
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
財
務
局
）

四
　
十
分
な
予
算
措
置
及
び
適

正
な
予
定
価
格
の
設
定
に
関
す

る
こ
と

１　

予
算
額
積
算
に
当
た
っ
て

は
、
品
質
確
保
に
不
可
欠
な
適

正
な
施
設
管
理
予
算
の
確
保
を
。

　

都
が
所
有
す
る
建
物
は
、
昭
和

40
年
代
及
び
平
成
一
桁
の
時
期
に

集
中
的
に
建
設
さ
れ
て
お
り
、
今

後
老
朽
化
が
進
む
施
設
の
維
持
・

更
新
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
日
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
力
を
入
れ
て
い
く
と
と
も
に
、

施
設
の
改
築
・
改
修
を
計
画
的
に

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

建
物
維
持
管
理
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
都
を
取
り
巻
く
財
政
環
境

等
を
踏
ま
え
、
所
要
額
を
計
上
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と

も
的
確
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
財
務
局
）

２　

予
定
価
格
の
積
算
に
当

た
っ
て
は
、
審
査
能
力
を
一
層

向
上
、
適
正
な
予
定
価
格
の
設

定
を
。

　

予
定
価
格
に
つ
い
て
は
、
各
局

に
お
い
て
、
労
務
単
価
や
物
価
の

動
向
な
ど
を
踏
ま
え
、
適
正
な
積

算
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
労
務
単
価
へ
の
契
約

変
更
に
つ
い
て
は
、
現
在
委
託
案

件
で
は
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
を
使
用
し
て
い
る
一
部
の
案

件
に
つ
い
て
契
約
変
更
を
認
め
て

お
り
ま
す
が
、
他
案
件
へ
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
各
案
件
の
積
算
内

容
を
踏
ま
え
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
財
務
局
）

３　
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
」「
建
築
保
全
業
労
務
単
価
」

等
に
合
致
し
た
積
算
を
。

　

建
物
管
理
や
清
掃
委
託
な
ど
の

人
件
費
割
合
の
高
い
労
働
集
約
型

業
務
の
予
定
価
格
の
設
定
に
当

た
っ
て
は
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
、
維
持
保
全
業
務
積
算
基
準

又
は
建
築
保
全
業
務
労
務
単
価

等
、
該
当
業
務
内
容
に
合
致
し
、

客
観
性
の
あ
る
労
務
単
価
を
基
に

積
算
す
る
こ
と
を
庁
内
に
対
し
引

き
続
き
周
知
徹
底
し
て
い
ま
す
。

（
財
務
局
）

五
　
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
関

す
る
こ
と

１　

障
害
者
雇
用
促
進
モ
デ
ル

入
札
の
復
活
、
対
象
と
な
る
等

級
の
拡
大
を
。

　

障
害
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
・
32
年
度
入
札
参
加

資
格
定
期
受
付
に
お
い
て
も
、
引

き
続
き
、
客
観
的
審
査
事
項
の
一

つ
と
し
て
障
害
者
雇
用
率
を
加
点

の
対
象
と
す
る
な
ど
、
取
組
を
進

め
て
お
り
ま
す
。（
財
務
局
）

平
成
31
年
度 

東
京
都
所
有
の
建
築
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
の
回
答

平
成
30
年
７
月
と
９
月
に
、都
議
会
３
会
派（
自
由
民
主
党
、公
明
党
、立
憲
民
主
党
・
民
主
ク
ラ
ブ
）に
対
し
て
提
出
し
た
要
望
書
の
回
答
が
、

東
京
都
か
ら
各
会
派
を
通
じ
て
届
い
た
の
で
報
告
す
る
（
要
望
の
詳
細
は
本
紙
２
３
７
号
に
掲
載
）。


